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緊急避妊薬販売に係る環境整備のための調査事業について 

 

平素より、本会活動にご理解ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、メディア等でも報道されているとおり、日薬が受託した「緊急避妊薬販売に係る 

環境整備のための調査事業（厚生労働省医薬局審査管理課委託事業）」について、 

１１月２８日（火）から、大阪では一定の要件を満たす ６ 薬局において 

本事業を実施いたします。 

本事業は緊急避妊薬の OTC化に向けた今後の検討のため、データ・情報の集積を 

目的とした調査研究事業であり、本来処方箋医薬品である緊急避妊薬が本調査研究に 

おいてのみ特例的に販売可能となるものです。 

（※事業に参加する、６薬局以外は、販売できません） 

 



つきましては、購入を希望される府民が来局された際は、販売できる薬局が限定 

されている旨ご説明いただき、従来通り近隣の産婦人科（オンライン診療を含む） 

をご紹介いただく等適切なご対応をよろしくお願い申し上げます。 

 

なお、本内容は、ＯＫＩＳＳ「重要なお知らせ」にも掲載いたします。 

 

本事業の実施に伴い、緊急避妊薬の需要が高まる可能性がありますので、 

オンライン診療に係る緊急避妊薬の調剤が対応可能な薬局におかれましては、 

必ず緊急避妊薬の備蓄をお願いいたします。 

 

担当課は職能対策課になります。  

 

 


